
患者と医療者のかけ橋をめざして

SMCは、患者さんと医療者のコミュニケーションの向上を目指しているボランティアグループです。
事前に設定された症状を演じる患者役（模擬患者）が、医学、薬学、看護学の教育の場で、また、
医療機関で行う研修会で重要な役割を果しています。
あなたも模擬患者となって、これからの医療の一翼を担ってみませんか。

第一部 講演
静岡医療コミュニケーション研究会と関わって

静岡市保健所 所長 加治正行氏

静岡医療コミュニケーション研究会

鈴木崇代 森田みつ子

第二部 実習

模擬医療面接を見てみよう！

岐阜大学医学教育開発研究センター センター長 藤崎和彦氏

医療安全支援センター「ほっとはあと」の紹介 静岡市保健所生活衛生課

主催 静岡医療コミュニケーション研究会
共催 静岡市保健所
問合せ 静岡医療コミュニケーション研究会 鈴木 TEL：054-247-7277

日 時 2019 年 6 月 30 日（日）
13：30～15：30 13：00開場

会 場 城東保健福祉エリア 保健福祉複合棟３階 研修室
静岡市葵区城東町24-1

静岡医療コミュニケーション研究会（SMC）20周年記念講演会

～ 模擬患者って なんだろう ～

JR静岡駅 北口バスのりば １０番

県立病院高松線
「アイセル21」下車
徒歩5分

駿府浪漫バス
「城東保健福祉エリア」下車
徒歩2分

参加費無料
申込不要


